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研究成果の概要（和文）：2015年4月25日に発生したネパール・ゴルカ地震の総合調査を行った。得られた結果は次の
ようである。地震の発生機構の解明、断層活動や地震動による山間部での斜面災害の発生機構の解明、建築物・土木構
造物の被害の実体解明、地震・雪氷複合災害の実体解明とリスク評価などの観点から総合的な調査を実施することで、
ネパール国における二次災害の軽減と復興計画策定に貢献した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a comprehensive investigation of the damage made by 
Nepal Gorkha Earthquake occurred on 25 April 2015. The main items of understandings of the investigation 
and analysis are: 1) earthquake occurrence mechanism , 2) mechanism of slope failures in the mountainous 
areas due to the earthquake and fault activities, 3) situation of damage and destruction of buildings and 
civil infrastructures, 4) situation analysis of earthquake-induced ice avalanche disaster, and 5) overall 
disaster risk assessment. Through these items of understanding, we contributed to second-stage disaster 
reduction and restoration plan preparation in Nepal.

研究分野：地盤防災
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1. 研究開始当初の背景 
2015年4月25 日にネパール国カトマン

ズ近郊を震源とするマグニチュード（M）

7.8（USGS）の地震が発生し，強震動によ

る建物の倒壊などにより,死者7,800人を

越えると推定される甚大な被害がもたら

された．この地震は，北上するインドプレ

ートとユーラシアプレートとの衝突境界

において，北北東－南南東方向の圧縮力に

よって発生した逆断層型の大地震であっ

た．プレート境界のヒマラヤ前縁断層帯

（HFM）あるいはヒマラヤ主境界断層帯

（MBT）が活動したと考えられるが，詳細

はまだ明らかになっていない．この地震は

内陸部で発生した地震としては最大級に

次ぐ規模の地震であり，震源域の直上に首

都カトマンズが位置していたことから，人

口密集地において多くの建物が崩壊し，甚

大な被害がもたらされ，山間地において斜

面崩壊や地すべりが発生した．現在，国際

的な支援のもと人命救助，医療，災害復旧，

復興が行われている．本研究では，この地

震に対して，地震の発生機構，断層活動や

地震動，山間部での斜面災害の発生機構，

建築物・土木構造物の被害の実態，地震・

雪氷複合災害の実態を解明するための総

合的な調査を実施する． 

 
2. 研究の目的 
土砂災害調査については，現地調査を

実施し，地すべり発生箇所，発生機構，地

すべりの規模に関する基礎的なデータを

取得し，斜面災害の実態と被害の特徴と要

因を明らかにする．また，氷河崩壊や氷河

湖決壊による大規模洪水などのリスク評

価を踏まえ，合理的な復旧戦略と今後の耐

震設計への科学的資料を提供する．地震に

伴いヒマラヤ山脈で多数の雪崩が発生し，

人的被害が出たとされるが，雪崩の規模・

流動特性や被害実態等については正確な

情報が得られていない。雪崩災害の現地調

査と情報収集・解析を行い，山岳氷河地域

における地震・雪氷複合災害のリスク評価

や今後の雪崩対策に資する知見を得る．地

震観測により正確な余震の分布や発生機

構を明らかにし，また，地表地震断層の分

布範囲・規模や地質構造との関係を調べ，

インド－ユーラシアのプレート衝突境界

のテクトニクスを理解する．災害対応にお

ける国際協力、歴史的市街地の再建に向け

た直後対応，社会に対する影響調査、防災

教育についての国際協力の効果について

の基礎情報を入手する． 

 
3. 研究の方法 
地震に誘発される雪崩災害は我が国で

も起こり得るが，これまで詳細な調査研究

はほとんどない．本研究によって，リスク

評価に活用可能なデータを提供できる．ま

た，雪崩運動モデル，雪崩対策技術，氷河

台帳などの既往の研究成果と組み合わせ，

山岳氷河地域における雪崩ハザードマッ

プの作成や防減災対策の検討へとつなげ

ることができる． 

地震の発生機構や地震動，斜面災害の

発生機構の解明，建築物・土木構造物の被

害の実態解明，地震・雪氷複合災害の実態

解明とリスク評価などの観点から総合的

な調査を実施することで，ネパール国にお

ける二次災害の軽減と復興計画策定に貢

献できる．開発途上国の災害対応，復旧・

復興における国際協力の支援・調整の実態

や地震災害による社会への影響について，

災害直後から継続的に調査を行うことに

より，開発途上国への災害対応，防災教育、

復旧・復興における我が国の国際協力の方

策策定に貢献することができる． 

我が国においては，この地震と同様な，

プレート境界における地震が都市の直下

で発生するケースとして，首都圏直下地震

が想定されており，また，南海トラフ巨大

地震や内陸巨大地震においては大規模な

斜面崩壊・深層崩壊の発生が懸念されてい

る．将来，我が国で発生し得る首都圏直下

地震，南海トラフ巨大地震や内陸巨大地震

の地震災害の軽減と，合理的な復興戦略策

定のための重要な知見を得ることも目的

である． 
 
4. 研究成果 
1) 土砂災害調査・解析 

現地調査と資料収集を実施し，斜面災

害の実態と，被害の特徴と要因を明らかに

する．山地における地震動と地すべり発生

箇所，発生機構，地すべりの規模に関する

基礎的なデータを取得するとともに被害



の特徴と要因を検討した．また，氷河崩壊

や氷河湖決壊による大規模洪水などのリ

スク評価を踏まえ，合理的な復旧戦略と今

後の耐震設計への科学的資料を提供して

いる．具体的には以下の研究を行っている． 

2) 雪崩災害調査・解析 

地震に伴いヒマラヤ山脈では多数の雪
崩が発生し，多大な人的被害が出たとされ

るが，雪崩の規模・流動特性や被害実態等

については正確な情報が得られていない.  
そこで，山岳氷河地域における地震・
雪氷複合災害のリスク評価や今後の雪
崩対策に資する知見を得ることを目的
として，雪崩災害の現地調査と情報収
集・解析を行った. 雪崩災害調査は，被
害が最も大きいと考えられるランタン
ヒマラヤ（カトマンズの北側）を主な対
象地域として実施した. 現地調査及び
利用可能な各種資料（画像・映像，衛星
写真など）の収集・解析から，雪崩の発
生位置・流下経路，人的被害・物的被害
など明らかにするとともに，崩壊・崩落
した氷河の状況を把握し，氷河崩壊から
雪崩の始動・流下までの発生プロセスや
メカニズムを推定している. また，将来
的な雪崩ハザードマップ作成を念頭に
おいて，地震動に対して不安定な氷河の
分布の解明と，雪崩運動解析による流下
速度や停止位置の再現を行っている.  

3) 地震・強震動調査・解析 

インド－ユーラシアのプレート衝突境

界のテクトニクスを理解するためには，震
源断層の位置と形状を明らかにすること

が極めて重要である．現在，余震の震源決
定はグローバルな地震ネットワークの記

録によって行われているが，正確かつ詳細

な震源分布を決定することは困難であり，

余震観測を通じて震源断層面の位置や形

状を精度よく明らかにすることが必要で

ある．そこで，カトマンズを中心とした震

源域に30点程度の余震観測点を展開し，正
確な余震の分布や発生機構を明らかにす

るとともに，余震活動の推移を評価してい

る．カトマンズ盆地において，強震動観測

を実施し，観測記録に基づいた地下構造モ

デルの構築と強震動評価・予測を実施して

いる．  

4) 変動地形学・地震断層調査 

今回の震源域はインド－ユーラシアプ

レート衝突境界の典型的な断面が描かれ

ている場所であり，震源断層と地表変形の

関係を理解することは衝突境界の構造・成

長過程自体を理解する上で非常に重要で

ある．また，比較研究により南海トラフな

ど他の収束境界の地震発生様式を理解す

る一助となる．今回の地震に伴い地表地震

断層が出現したことが想定されるヒマラ

ヤ前縁断層帯（HFM）およびヒマラヤ主境
界断層帯（MBT）において地形・地質調査
を行い，地表地震断層の分布範囲・規模や

HFM/MBTなど既存の地質構造との関係を
調べている． 

5) 災害対応における国際協力，文化財保存

及び社会的影響調査 

開発途上国の災害対応，復旧・復興に

おいては国際協力が重要な役割を果たし

ており，災害直後から継続的にどのような

支援・調整が行われているのかについて直

後から継続的な調査が必要である．また，

歴史的市街地が大きな被害を受けている

が，今後の修復を行う上で，災害直後から

の保存に向けた対応が重要になり，歴史的

建造物・市街地の保存の対応についても発

災直後からの調査が必要である．また，地

震災害においては，構造物の被害に加えて，

社会がどのような影響を受けたのかにつ

いて検討している．災害前から実施されて

いた防災教育についての国際協力の効果

の検証も重要な課題であり，災害対応にお

ける国際協力，歴史的市街地の再建に向け
た直後対応，社会に対する影響調査，防災

教育の効果についての基礎情報の入手を

目的とした現地調査を実施している． 
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